
第
二
條
本
園
ハ
駆
行
一
如
ノ
理
想
ノ
下
二
皇
國
臣
民
ト
シ
テ
負
荷
ノ
大
任

目
的

一
堪
フ
ベ
キ
人
物
ヲ
錬
成
、
ソ
以
テ
校
風
ノ
維
持
装
揚
二
資
ス
ル
ヲ

第
四
條

本
園
ハ
東
京
美
術
學
校
報
図
園
卜
稲
ス

年
一二
月
卒
業
予
定
者
の
卒
業
式
が
年
内
の
十
二
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た
。

校
友
会
解
散
・
報
国
団
結
成

『
団
報
』
第
一
号
（
昭
和
十
六
年
九
月
一二
十
日
。
東
京
美
術
学
校
報
国
団
）
に
次

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

東
京
美
術
學
校
報
國
園
の
結
園

昭
和
十
六
年
二
月
十

一
日
紀
元
節
の
佳
節
を
卜
し
、

吾
が
報
國
園
は
式
典

後
華
々
し
く
澤
田
〔
涸
一
〕
園
長
の
挨
拶
が
あ
っ
て
結
園
さ
れ
次
で
そ
の
規

則
が
成
立
し
、
役
員
が
任
命
さ
れ
て
妓
に
目
出
度
く
報
國
圃
が
結
成
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

抑
大
學
専
門
學
校
及
び
中
等
學
校
職
員
生
徒
は
各
學
校
に
あ
っ
て
そ
れ

ぐ
の
校
友
會
の
名
の
下
に
詈
自
の
會
を
組
織
し
て
、
戦
時
棚
制
に
即
應
し

っ
4
あ
っ
た
が
、
文
部
常
局
の
方
針
の
下
に
全
國
的
同
一
組
織
機
描
の
下
に

結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
我
々
東
京
美
術
學
校
に
於
て
は
、
特
色
あ
る
職
域

に
邁
往
す
べ
く
全
員
の
奉
仕
的
糀
神
は
日
増
宜
行
に
移
さ
れ
つ
4

あ
っ
て
賂

来
の
猿
展
期
し
て
佼
つ
べ
き
も
の
が
あ
る
。

そ
の
規
則
と
役
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

東
京
美
術
學
校
報
國
園
規
則

名
稲

第
一
條

⑪
 

役
員

組
織

第
三
條

〔本
〕

駆
校
長
之
二
常
リ
木
園
ヲ
統
轄
｀
ン
役
員
ヲ
任
免
ス

〔左
〕

本
園

二
式
ノ
役
員
ヲ
置
ク

一
、
圃
長

各
郡
ハ

必
要
二
應
ジ
更
二
之
ヲ
班
二
分
ッ
コ
ト
ヲ
得

ス 本
圃
ハ
東
京
美
術
學
校
職
員
及
生
徒
ヲ
以
テ
園
員
ト
ス

本
園
二
左
ノ
各
部
ヲ
附
ク

一
、
総
務
郡

縮
務
郡
ハ
本
園
ノ
使
命
タ
ル
校
風
作
興
、
風
尚
刷
新
ノ
中
心
ト

ナ

リ
各
郡
ノ
事
業
二
闊
、
ン
企
霊
統
制
ヲ
為
ス
ノ
外
全
般
的
施
設
並
ニ

事
業
及
他
部
二
蜀
セ
ザ
ル
施
設
並
二
事
業
ヲ
行
フ

総
務
部
ハ
本
圃
ノ
庶
務
及
會
計
ノ
事
務
ヲ
掌
ル

〔
鍛
錬
〕

二
、
錬
鍛
部

〔鍛
錬〕

錬
鍛
部
ハ
剛
健
旅
行
、
武
道
及
各
種
ノ
棚
育
運
動
ヲ
行
フ

三
、
國
防
訓
練
部

國
防
訓
練
部
ハ
射
撃
、
馬
術
、
海
事
訓
練
、
防
空
訓
練
、
滑
空
訓

練
、
自
動
車
及
航
空
機
操
縦
等
ノ
図
防
的
訓
練
ヲ
行
フ

四
、
文
化
部

文
化
郡
ハ
興
亜
研
究
、
文
學
、
音
楽
、
技
藍
、
作
法
等
ヲ
行
フ

五
、
生
活
郡

生
活
部
ハ
保
健
、
共
消
、
學
費
、
宿
所
等
ニ
ッ
キ
指
導
斡
旋
ヲ
為

目
的
ト
ス

853 第 1節 昭和 16年



各
學
級
又
ハ
敷
學
級
幹
事
若
干
名
ヲ
四
キ
生
徒
中
ョ
リ
之
ヲ
命
ズ

二
、
部
長
及
刷
部
長

〔キ〕

各
部
二
部
長
一
名
副
部
長
若
干
名
ヲ
紅
ギ
数
職
員
中
ョ
リ
之
ヲ
命

〔部
長
]

総
務
郡
ハ
園
長
ヲ
輔
佐
、
ン
部
務
ヲ
掌
理
ス

〔鍛
錬
〕

錬
鍛
、
國
防
訓
練
、
文
化
、
生
活
各
郡
ノ
部
長
ハ
賞
該
部
務
ヲ
掌

理
ス
各
部
ノ
副
部
長
ハ
部
長
ヲ
輔
佐
、
ン
部
長
事
故
ァ
ル
ト
キ
ハ

之
ヲ
代
理
ス
錬
鍛
、
國
防
訓
練
、
文
化
、
生
活
各
部
ノ
部
長
及

副
部
長
ハ
総
務
部
理
事
ヲ
以
テ
之
二
充
ッ

―
-

i

、
理
事
及
参
事

各
部
二
理
事
及
参
事
若
干
名
ヲ
芭
キ
数
職
員
中
ョ
リ
之
ヲ
命
ス

理
事
及
参
事
ハ
部
長
ヲ
輔
佐
シ
部
務
二
参
蓋
．
ン
叉
ハ
部
務
ヲ
分
掌

理
事
中
二
常
務
理
事
ヲ
笛
ク
コ
ト
ヲ
得

四
、
班
長

班
二
班
長
一
名
ヲ
四
キ
理
事
中
ョ
リ
之
ヲ
命
ズ

班
長
ハ
営
該
班
務
ヲ
掌
ル

五
、
主
事

縮
務
部
二
主
事
若
干
名
ヲ
四
キ
数
職
員
中
ョ
リ
之
ヲ
命
ズ

主
事
ハ
庶
務
會
計
二
従
事
ス

、、
5
令
I'

ナ

乱

且

訃

各
部
二
部
幹
事
若
干
名
ヲ
四
キ
生
徒
中
ョ
リ
之
ヲ
命
ズ

部
幹
事
ハ
部
長
、
副
部
長
又
ハ
班
長
ノ
指
母
ノ
下
二
部
務
叉
ハ
班

務
二
従
事
ス

七
、
學
級
幹
事

ス ズ

附
則

隅
員
中
職
員
ノ
圏
費
ハ
た
母
月
末
俸
給
月
額
ノ
千
分
ノ
五
乃
至
千
分

ノ
十
ニ
ヲ
醜
出
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
生
徒
ノ
園
費
ハ
一
ケ
年
金
六
圃
ヲ

四
月
、
九
月
、

一
月
ノ
三
回
二
分
チ
其
ノ
月
十
五
日
ョ
リ
一
週
間

以
内
二
納
付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

本
園
ノ
罷
費
ハ
園
費
、
寄
附
金
、
及
基
本
金
ノ
利
子
ヲ
以
テ
之
ニ

各
部
通
則

第
十

一
條
各
部
―
一
部
員
名
絣
、
備
品
節
、
整
理
蹄
及
會
計
節
並
二
行
事
ノ

記
録
ヲ
備
付
ヶ
録
年
四
月
総
務
蔀
二
提
出
検
閲
ヲ
受
ク
モ
ノ
ト
ス

第
十
二
條

第
十
三
條

ス

本
規
則
ハ
昭
和
十
五
年
十
二
月
一
日
ョ
リ
之
ヲ
施
行
ス

各
部
ノ
細
則
ハ
園
長
之
ヲ
定
ム

圏
報

第
十
條
本
園
ノ
園
報
ハ
一
年
一
回
以
上
痰
行
、
ソ
園
員
二
配
付
ス
ル
モ
ノ
ト

充
ッ

第
九
條

會
計

第
七
條

第
六
條

役
員
會
ヲ
分
チ
テ
役
員
総
會
、
各
部
役
員
會
、
各
班
役
員
會
及
縮

務
郡
理
事
會
ト
ス

役
員
會
ハ
園
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
純
務
部
長
之
ヲ
代
理
ス

集
會
ノ
決
議
事
項
ハ
之
ヲ
議
事
録
二
記
載
シ
園
長
ノ
承
認
ヲ
受
ク

ベ
キ
モ
ノ
ト
ス

學
級
幹
事
ハ
穂
務
部
二
屡
｀
ン
部
務
二
従
事
ス

役
且
會

第
五
條

第 3章 戦 時 下 854 



主

事

佐

藤

重

吉

瀬

谷

義

廣

玉

木

磐

根

柔
逍
班

中

村

傾

治

平

塚

運

佐

々

木

孔

村

内

政

雄

川
合

清

豊
田
朝
一
郎

原
田
謹
次
郎

矢

崎

好

幸

橘

本

統

陽

大

江

雄

吾

山

脇

洋

富

永

惣

平

野

茂

新

規

矩

男

閲

野

克

石
橋
啓
十
郎

本

多

利

時

正
男

参

事

参

事

佐
々
木

森
田
編
之
助

筒

崎

服

齋

齋

藤

幸

睛

石
澤

和
田

宮

本

純

一

鎌
倉
芳
太
郎

沼
田
勇
次
郎

副
部
長

理

事

卓

田
邊

海

野

沌

廣
川
松
五
郎

三
橋

利
三

森

井

健

介

津
田

信
夫

三
造

長

貞
松

西
笙

武
彦

豊
田
朝
一
郎

深

瀬

嘉

臣

正

木

篤

水
谷

結
城

北
村

海

野

泊

伊
原
宇
三
郎

常

務

理

事

結

城

貞

松

建
畠
蒲
一
郎

南

薫

造

石

田

英

一

小

泉

勝

爾

高

村

豊

周

大
澤
三
之
助

新

規

矩

男

松
田

班参

事

鍛
錬
部

部

長

文
夫

沼
田
勇
次
郎

朝
倉

至

和
田

北
浦

森

井

健

介

佐

々

木

卓竃
蔵

文
夫

三
造

多
賀
谷
健
吉

小

林

廊

吾

矢

代

幸

雄

北

村

西

望

香
取
秀
治
郎

森
田
編
之
助

闘
野
金
太
郎

義
之

多
賀
谷
健
吉

香
取
秀
治
郎

北

浦

大

介

高

橋

吉

雄

小
塚
新
一
郎

木
村
得
三
郎

班参

事

講
演
映
霊
班

鎌
介
芳
太
郎

石

澤

正

男

長

松
田

義
之

津

田

信

夫

活
水

湖
倉

班
園
報
班

野
末

片
山

佐
々
木

結

城

貞

松

六
角
注
多
一
艮

主

付事

東
京
美
術
學
佼
報
國
園
役
員
一
究

園

長

澤

田

源

一

練
務
部

部

長

副

部

長

理

事

班

長

筒
崎

佐
藤

重謙
武吉齋

点

藤
島

武

大
介

主班
會
計
班

付事

班

長

庶
務
班

宮

本

純

一

玉

木

磐

根

細

野

咀

子

瀬
谷

義
廣

米
蔵

野
川
不
二
子

矢

澤

貞

則

丸

山

義

男

武
田

弓
百可:

鈴
木
ゆ
き
江
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班

長

八
田
辰
之
助

理

事

森

田

武

入

谷

昇

班

長

防
空
訓
練
班

副

部

長

田

邊

至

小

泉

勝

爾

豊
田
朝
一
郎

郡

長

森

井

健

介

馬
術
班

生
活
部

班

長

齋

藤

幸

睛

班

長

磯

矢

陽

射
舷
班

作
法
班

参

事

和
田

一――納

梱
野
金
太
郎

金

澤

紺

治

豊
田
朝
一
郎

松

田

樅

六

西
間
木
久
郎

羽
下

大
口

修
三

和
夫

班

長

山
崎
覺
太
郎

鈴
川

信

職
能
班

長事付

儒
育
運
動
班

班
長
伊
原
宇
一
二
郎

國
防
訓
練
郡

部

長

副
郡
長

理

事

阪
川
松
五
郎

八
田
辰
之
助

齋

藤

幸

睛

班

長

文
藝
班

班

長

昔
楽
班

班

長

西

田

正

秋

村
田

一艮
策

内

藤

春

治

〔亜〕

興
並
祈
究
班

班

武
彦克

佐
々
木

一
郎

白
川

川
崎

秀
榮

参班

闘
野

本

多

利

時

参

事

小
場

蒔
田

大
峡

恒
吉

宗
次

水
谷

班

長

豊

田

朝

一

郎

参

事

橋

本

統

陽

弓
道
班

事

津

田

信

夫

南

薫

造

山
崎
覺
太
郎

磯

矢

賜

常

岡

文

象"
2
 

-＿艮
陛

一

豊
周

正
秋

村
田

一艮
策

澤
口
悟
一

利

野

禎

三

加
藤
鬼
頭
太

西
田

班参

事

剣
追
班

大
江

班

長

文
化
部

郡

長

副
部
長

理

松

田

義

之

長

丸
山

義
男

雄
五

グ
ラ
イ
ダ

ー
班

高
村

内

藤

春

治
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の
で
、
そ
の
名
称
か
ら
各
部
、
役
員
の
編
成
に
至
る
ま
で
、
本
校
の
独
自
性
と

こ
れ
よ
り
先
き
、
昭
和
十
五
年
十
月
一
日
の
専
門
学
校
長
会
議
に
お
い
て
文

部
大
臣
は
、
今
回
の
日
独
伊
三
国
条
約
の
締
結
に
当
た
っ
て
漁
発
せ
ら
れ
た
詔

書
の
趣
旨
に
添
っ
て
「
上
下
一
憫
一
心
ノ
國
内
儒
制
ヲ
完
備
シ
、
國
憫
ノ
本
義

ニ
徹
シ
テ
不
動
ノ
信
念
卜
不
屈
ノ
意
志
ト
ヲ
以
テ
全
國
民
ガ
各
自
ノ
業
ヲ
通
シ

テ
奉
公
ノ
宜
ヲ
畢
ゲ
ル
コ
ト
ニ
精
進
」
し
、
「
大
義
ヲ
世
界
二
宣
布
シ
正
ッ
キ

平
和
ノ
確
立
ヲ
目
指
シ
テ
大
東
亜
新
秩
序
建
設
二
邁
往
ス
ル
」
べ
き
時
で
あ
る

か
ら
、
教
育
の
任
に
当
た
る
者
は
特
に
こ
れ
を
自
覚
し
て
「
時
局
ノ
要
轄
推
移

ニ
到
ス
ル
透
徹
セ
ル
識
見
ヲ
捉
ヒ
、
分
二
應
ジ
テ
一
意
國
二
報
ズ
ル
ノ
誠
ヲ
致

シ
、
先
逹
ト
ナ
ッ
テ
學
徒
ヲ
率
ヰ
、
師
弟
同
行
ョ
ク
學
校
ヲ
ッ
テ
員
二
数
學
修

練
ノ
道
場
タ
ラ
シ
ム
ル
」
べ
き
で
あ
る
と
い
う
訓
示
を
な
し
、
修
練
組
織
強
化

に
つ
い
て
審
議
す
る
よ
う
促
し
た
。
そ
し
て
、
各
学
校
が
「
修
練
道
場
タ
ル
ノ

儒
制
ヲ
確
立
」
す
る
た
め
に
再
組
織
す
べ
き
団
体
の
基
準
を
示
し
た
。

東
京
美
術
学
校
報
国
団
は
全
く
こ
の
訓
示
と
基
準
に
則
っ
て
編
成
さ
れ
た
も

い
う
も
の
は
窺
え
な
い
。
か
く
て
明
治
二
十
四
年
の
創
立
以
来
五
十
年
近
い
歴

共
演
班

班

長

入

谷

昇

班

付

保
健
班

班

長

森

田

武

佐
々
木
純
一
郎

濱

野

太

吉

岡

四
郎

参

事

松

垣

硲

雄

駈

岡
田
捷
五
郎

山
田

お
よ
び
「
昭
和
十
六
年
度
〔
以
降
〕
報
国
団
書
類
会
計
班
」
各
一

冊
が
現
存
し
、

〔
下
略
〕

ス
ル
ニ
在
リ

史
を
持
つ
東
京
美
術
学
校
校
友
会
は
そ
の
硲
を
閉
じ
、
同
時
に
左
記
の
文
が
示

す
よ
う
な
重
苦
し
い
緊
迫
し
た
空
気
が
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
校
報
國
園
組
織
掲
示
ノ
件

生
徒
一
般

今
ャ
興
亜
ノ
聖
業
中
道
ニ
シ
テ
皇
國
ノ
使
命
愈
々
重
大
ナ
ル
前
古
未
曾
有
ナ

リ
此
ノ
難
局
二
際
會
、
ン
青
年
學
徒
ノ
責
任
ノ
容
易
ナ
ラ
サ
ル
言
ヲ
侯
タ
ス

須
ラ
ク
學
藝
ノ
研
鑽
錬
磨
卜
行
止
ノ
巌
整
濶
逹
卜
相
佼
チ
學
行
一
如
ノ
理

想
ノ
下
二
師
弟
相
携
ヘ
テ
倶
學
倶
進
以
テ
有
為
ノ
材
幹
ヲ
陶
冶
錬
成
｀
ン
國
家

ノ
負
託
二
任
フ
ヘ
キ
ナ
リ

妓
二
其
ノ
一
方
途
ト
シ
テ
校
友
會
ノ
組
織
ヲ
改
メ
現
下
重
要
ナ
ル
修
練
施
設

ヲ
強
化
、
ど
数
職
員
生
徒
ヲ
打
ッ
テ
一
丸
ト
ス
ル
圏
盟
ク
ラ
シ
メ
其
ノ
活
動
ヲ

一
元
的
且
有
機
的
ク
ラ
シ
メ
ソ
ト
ス
而
、
ン
テ
此
囮
憫
ノ
指
導
精
誹
ト
ス
ル

ト
コ
ロ
ハ
自
我
功
利
ノ
思
想
ヲ
排
除
｀
乙
報
図
精
神
ニ
一
貫
ス
ル
校
風
ヲ
樹
立

コ
ノ
趣
旨
ニ
ョ
リ
東
京
美
術
學
校
報
國
園
ヲ
結
成
、
こ
其
規
則
組
織
ヲ
左
ノ
通

リ
定
ム

次
に
報
国
団
の
活
動
内
容
で
あ
る
が
、
記
録
資
料
と
し
て
は
前
出
の
『
団

報
』
第
一
号
と
「
昭
和
十
六
年
一
月
〔
以
降
〕
報
国
団
関
係
書
類
綴
庶
務
掛
」

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
戦
後
ま
で
の
活
動
の
一
端
が
把
握
で
き
る
。
記
録
は
昭
和
二

十
年
十
一
月
十
三
日
起
案
戦
死
者
弔
辞
案
（
報
国
団
長
上
野
直
昭
）
で
終
わ
っ

て
お
り
、
団
が
解
散
し
た
日
時
は
不
明
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
概
況
を
記
す
。
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昭
和
十
六
年
二
月
二
十

一
日

役
員
会
を
開
き
、
本
団
事
業
そ
の
他
に
つ
い
て
協
談
。

同
年
五
月
九
日

役
員
会
を
開
ぎ
、
本
団
予
算
編
成
に
つ
い
て
協
議
。

同
年
同
月
十
三
日

常
務
理
事
会
を
開
き
、
本
団
予
算
編
成
に
つ
い
て
協
議
。

同
年文

芸
班
よ
り
次
の
報
告
書
を
提
出
。

文
藝
班
古
美
術
見
學
報
告

一
、
封
象
國
抒
愛
染
明
王
画
像
壼
幅
絹
本
婚
色

一
、
場
所
上
野
公
園
内
護
園
院
（
美
校
裏
隣
り
）

一
、
時
日
昭
和
十
六
年
五
月
廿
一
日
（
水
）
午
後
四
時
ョ
リ

一
、
人
員

有

志
美
校
生
五
十

一
名

一
、
般
用
拝
観
謝
證
金
戴
圃
也
ヲ
文
藝
班
費
ョ
リ
支
出

講
演
會
開
催
届

同
年
六
月
四
日

興
亜
研
究
班
よ
り
次
の
届
け
を
提
出
。

右
引
率
指
函
者
文
化
部
理
事

東
京
美
術
學
校
報
國
園
長
澤
田
洞
一
殿

西
田
正
秋
〔
印
〕

来
ル
六
月
十
三
日
左
記
ノ
如
ク
本
班
事
業
ノ
一
部
ト
シ
テ
講
梱
會
開
催
致

以
上

鎌
倉
末
期

右
興
亜
研
究
班
長

澤
田
源
一
殿

度
候
二
付
御
許
可
相
成
度
此
段
御
届
申
上
候
也

日

時

六

月

十

三
日
（
金
）
午
後

一
時
ョ
リ

場

所

本

校

講

堂

講
演
題
目
佛
印
二
就
テ

講

演

者

伊

原

宇

三

郎

氏

昭
和
十
六
年
六
月
四
日

東
京
美
術
學
校
報
国
隈
長

同
年
六
月
一――
十
日

生
徒
役
員
を
任
命
。

総
務
部
幹
事

佐
藤
保
（
日
、
四
）
伊
藤
正
規
（
油
、

三
）
石
塚
軍
治
（
塑
、
三
）
石

山
彰
（
図
、
四
）
大
久
保
光
暉
（
彫
金
、
四
）

徳
（
工
芸
、
予
）
伊
藤
守
正
（
図
、

内
藤
春
治

〔印
〕

学
級
幹
事

加
藤
東

一
（
日
、
予
）
武
田
照
淳
（
日
、

一
）
斎
藤
忠
夫
（
日
、
二）

月
岡
栄
吉
（
日
、

三
）
伊
藤
耕
（
日
、
四
）
座
間
敏
夫
（
油
、
予
）
越

智
雄
二
（
油
、

二
）
庄
司
栄
吉
（
油
‘
――-）

舟
木
徳
璽
（
同
）
志
村
正

雄
（
同
）
田
代
利
夫
（
油
、
四
）
滝
川
博
（
塑
、
予
）
玉
那
覇
正
吉

（塑
、

一
）
片
岡
進
（
塑
、
二
）
今
村
重
久
（
塑
‘
――-)
向

井

良

吉

（塑
、
四
）
吉
岡
侃
一
（
木
、

一
）
難
波
孫
次
郎
（
木
‘
-
―-
）
中
川
清

1

)

山
県
勇

一
郎
（
図
‘
―
-)
加

藤
元
男
（
図
、
三
）
藤
形
一
男
（
図
、

四
）
田
中
勇
（
彫
金
、

二）

松

本
正
昭
~
（
彫
金
、三
）
那
賀
桁
彦
（
鍛
、
二
）
川
岸
登
（
鍛
、

三
）
近
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知
ラ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
放
捉
デ
ア
ル
ト
信
ズ
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス

ハ
斯
カ
ル
時
勢
二
於
テ
コ
ソ
イ
ヨ
イ
ヨ
以
テ
本
謡
曲
部
ノ
持
ッ
邸
味
ノ
重

然
ル
ニ
此
度
報
圃
園
ノ
結
成
二
営
リ
我
々
ノ
等
シ
ク
痛
感
致
シ
マ
ス
コ
ト

報
國
園
長
澤
田
源
一
殿

報
國
幽
文
化
部
長

又
精
神
的
修
狸
鍛
錬
ノ
糧
ト
シ
テ
各
科
ヲ
問
ハ
ズ
何
人
ト
イ
ヘ
ド
モ
営
然

塑、

坂

嵐

津
田
信
夫
殿

青

新
ラ
シ
キ
モ
ノ
ヘ
ノ
追
及
ハ
云
フ
ニ
及
バ
ズ
古
キ
偉
統
卜
芸
術
二
対
ス
ル

理
解
コ
ソ
明
日
ヘ
ノ
限
リ
ナ
キ
飛
躍
ヲ
約
束
ス
ル
デ
ア
リ
マ
シ

〔ヤ〕

フ

シ
亦
此
ノ
芸
術
ヲ
更
二
後
世
二
僻
ヘ
ル
コ
ト
ハ
我
々
ノ
義
務
デ
ア
リ
マ
ス

抑
我
武
士
道
精
神
ヲ
ソ
ノ
員
勒
マ
デ
表
現
シ
タ
芸
術
ト
シ
テ
ノ
能
ハ
世
界

ニ
ソ
ノ
比
ヲ
見
ザ
ル
コ
ト
ハ
吾
人
ノ
等
シ
ク
認
メ
ル
慮
卜
確
信
ス
ル
モ
ノ

デ
ア
リ
マ
ス

斯
カ
ル
見
地
カ
ラ
カ
最
近
ト
ミ
ニ
青
年
ノ
間
二
能
研
究
ノ
氣
運
ノ
彰
群
卜

シ
テ
起
リ
ッ
、
ア
ル
コ
ト
ハ
営
謡
曲
部
員
ノ
激
増
振
ヲ
見
テ
モ
容
易
二
首

〔
マ
マ
〕

肯
出
ル
慮
デ
ア
リ
マ
ス
能
及
ビ
謡
曲
研
究
コ
ソ
本
校
生
ノ
常
識
ト
ッ
テ

塑
、
三

（
以
上
各
捺
印
）

山

同

西

鋳、

福

彫、

高

彫、

神谷河

本村井橋谷

民

図
、
三

矢

口

武

良
之
助

純

同

大

浦

正

男

師
、
三

芳

静

武雄

師、

卒

荒宮 川

関脇

界、己＇、

合

鍛、

口

欣

也

師
、

堀

口

内

郎

油
、

沖

進

千
飢
雄清

、土

坦

藤

雄秀蒲

雄彦

日

山

田

武

田

漆、

田

ア
リ
マ
ス

同

阿

木
、
予

本

勝祐 博

藤
隆
定
（
鋳
、
二
）
蒔
田
広
（
鋳
、

三
）
山
田
清
司
（
漆
、
二
）
田
中

寿
雄
（
漆
、
三
）
長
大
作
（
建
、
予
）
木
下
日
出
男
（
建
、
一
）
小
西

汎
（
建
、

二
）
鈴
木
一

郎
（
建
、

三）

池
田
忠
彦
（
建
、
四
）
ぃ
む
田
順

――-
（
師
、
一
）
森
本
宏
（
師
、
二
）

三
橋
文
雄
（
師
、
三
）

能
芸
術
班
設
爵
願

現
下
ノ
非
常
時
局
二
営
リ
我
芸
術
家
ニ
ト
ッ
テ
最
モ
緊
要
ナ
ル

コ
ト
ハ
芸

術
ヲ
通
シ
タ
日
本
精
神
ヘ
ノ
復
蹄
デ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
信
ズ
ル
モ
ノ
デ

鍛
、
四

建
、
予

建
、
三 同

西

部野森

逹朝

男

同

津木城澤

下

久

治作之宜

責
任
者
油
、

音

楽

班

長

文
化
部
理
事

文
化
部
理
事

文

芸

班

長

會
員
建
、
四

大
村

田

良

策

西

田

正

秋

能
芸
術
班
設
骰
願
い
提
出
さ
れ
る
。

同
日

一
阿
部
窃
壽

大
ナ
ル
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス

同

野

基

良

然
シ
テ
本
部
本
来
ノ
目
的
ガ
十
二
分
二
発
揮

サ
レ
ル
モ
ノ
ト
確
信
イ
タ
ッ
マ
ス

以
上
現
下
ノ
氣
運
二
鑑
ミ
部
長
並
二
園
長
ノ
絶
大
ナ
ル
御
讃
同
二
依
リ
本

部
ノ
設
骰
ヲ
御
承
認
被
下
度
此
段
以
連
署
御
願
申
上
マ
ス
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二

―
円
七
五
銭

一
八
円

生
徒
部
団
費

倶
楽
部
席
料
収
入

同

北

浦

大

介

大

友

春

松

瀬

谷

義

広

五
二
円
三
九
銭

十
二
月
分
職
員
部
団
費

同

班

参

事

鈴

木

鉄

太

郎

玉

木

磐

根

十
六
年
十
二
月
分
報
国
団
収
入

庶

務

班

長

北
浦

大

介

同

班

付

同
年
九
月
三
十
日

『
団
報
』
第
一
号
発
行
。
編
集
兼
発
行
人
は
松
田
義
之
。
内
容
は
費
族
院

議
員

・
男
爵
大
蔵
公
望
の
講
演
録
「
東
亜
新
秩
序
建
設
は
果
し
て
可
能
な

り
や
」
、
助
教
授
伊
原
宇
三
郎
の
論
説
「
佛
印
紀
行
」
、
講
師
小
塚
新
一
郎

の
論
説
「
独
逸
よ
り
帰
り
て
」
、
各
班
の
活
動
報
告
、
団
関
係
記
事
か
ら

成
る
。

編
者
は
第
一
号
（
田
中
勇
氏
寄
贈
）

以
外
は
未
見
で
、
続
刊
の
有
無
に
つ

い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

同
年
十
月

朝
倉
文
夫
が
文
化
部
作
法
班
使
用
の
茶
室
用
建
物
修
理
（
倶
楽
部
内
模
様

替
え
）
の
費
用
六
百
円
を
寄
付
。

同

班

参

事

純
一

佐
々
木
総
一
郎

宮
本

大

友

春

松

企

画

班

長
部

事長長

森

井

健

介

佐

々

木

卓

大

友

春

松

浦

野

雙

観

玉

木

磐

根

佐

々

木

卓

北
浦

瀬
谷

下
村

同
年
七
月
八
日
常
務
理
事
会
開
催

グ
ラ
イ
ダ

ー
班
を
新
設
す
る
こ
と
、
体
育
運
動
班
の
中
に
ラ
グ
ビ
ー
部
、

水
泳
部
を
設
け
る
こ
と
、
能
芸
術
班
の
新
設
は
却
下
し、

音
楽
班
な
い
し

文
芸
班
中
に
含
め
る
こ
と
そ
の
他
を
決
議
。

同
年
八
月
八
日
か
ら

一
週
問

千
葉
市
の
帝
大
検
見
川
農
場
で
開
か
れ
た
文
部
省
主
催
高
等
専
門
学
校
集

団
勤
労
作
業
学
徒
講
習
会
に
団
よ
り
座
間
敏
夫
（
油
、
予
）
児
島
徹
郎

（
漆
、

一
）
長
井
皇
道
（
建
、

一
）
梅
沢
一
雄
（
師
、

三
）
の
四
名
が
参
加
。

十
六
年
中

東
京
第
二
陸
軍
病
院
へ
傷
病
兵
を
慰
問
。

二
0
円

団

報

掲

載

広

告

料

収

入

二
ハ
円
八

0
銭

大

根
買
却
代
収
入

計
ー
ニ
八
円
九
四
銭

義
広

英
時

浦

野

雙

観

高
橋

吉
雄

十
七
年
三
月

統
制
会
社
よ
り
配
給
さ
れ
た
彫
金
、
鍛
金
部
生
徒
実
習
用
銅
板
類
代
金
と

し
て
報
国
団
基
本
金
を
立
替
え
る
。

十
七
年
七
月

役

員

改

選

七
月
二
十
四
日
起
案

総
務
部

部副参会

計

班

長

同

班

参

事

大
介

鈴
木
鉄
太
郎

白
川

一
郎
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文
化
部

部

長

南

蕉

造

同

班

参

事

川
合

清

事

参

事

射

撃

班

長

馬

術

班

長

防
空
訓
練
班
付

海
事
訓
練
班
長

滑
空
訓
練
班
長

山
脇

松
田

片
山

大

野

度

蔵

理

多
賀
谷
健
吉

金

沢

庸

治

川
合

清

平
井
小
二
郎

金

沢

庸

治
米
蔵

洋
二

義
之

平
井
小
二
郎

部 同

部

理

事

同
部
剣
道
班
長

銃

剣

道

班

長

国
防
訓
練
部

長

平
井
小
＿l

郎

鍛

錬

部

長
班

講
演
映
画
班
長

同

班

参

事

勤
労
作
業
班
長

同

班

参

事

付

同

班

武
田

付

団

報

班

参

事付

同 同

班

佐
々
木
一
郎

下
村

英

時

斎

藤

春

子

森
田
亀
之
助

白
川

一
郎

佐

々

木

卓

宮
本
純
一

佐
々
木
総
一
郎

北
村

西
望

乎
井
小
二
郎

筒

崎

謙

斎

高
橋

吉
雄寿

鈴
木

山

脇

洋

正

平
井
小

二
郎

生
活
部

部

長

六
月
二
十
五
日
起
案

総
務
部
幹
事

岡
部
敏
也

（日
、
三
）
芳
賀
準
録
（
油
、
二
）
神
野
義
衛
（
木
、
三
）

佐
原
雄
次
郎
（
図
、
二
）
鬼
沢
美
涙
作
（
師
、
二）

学
級
幹
事

飯
野
隆
司
（
日
、
予
）
金
子
省
吾
（
日
、

一
）
武
田
照
淳
（
日
、
二）

斎
藤
忠
夫
（
日
、
三
）
岡
博
（
日
、
四
）
安
保
健
一
（
油
、
予
）
森
田

信
夫
（
油
、

一
）
浜
田
邦
男
（
油
、
四
）
松
本
富
二
（
油
、
二
）
深
見

公
道
（
同
）
田
中
正
道
（
油
、
三
）
稲
本
茂
（
同
）
村
井
真
一
（
塑
、

予
）
滝
川
博
（
塑
、

一
）
玉
那
覇
正
吉
（
塑
、
二
）
片
岡
進
（塑
‘
-―
-）

今
村
重
久
（
塑
、
四
）
高
橋
剛
（
木
、

一
）
杉
村
尚
（
塑
、
三
）
吉
田

左
掠
二
（
工
芸
、
予
）
松
本
博
臣
（
同
）
伊
藤
長
男
（
図
、

一
）
伊
藤

守
正
（
図
、
二
）
正
木
直
彦
（
図
、
三
）
桜
井
俊
男
（
図
、
四
）
伊
藤

義
七
（
彫
金
、
二
）
田
中
勇
（
彫
金
、
三
）
香
取
臣
世
（
鍛
、
二
）
那

賀
清
彦
（
鍛
、
三
）
西
村
純
一
（
鋳
、
二
）
近
藤
隆
定
（
鋳
‘
-―-)彼

谷
良
一
（
漆
、
二
）
山
内
清
司
（
漆
、
三
）
伊
藤
得
時
（
建
、
予
）
長

大
作
（
建
、

一
）
木
下
日
出
男
（
建
、
二）

小
西
汎
（
建
‘
-
―
-
）
伊
藤

靡
保
（
建
、
四
）
若
林
稔
（
師
、

一
）
磯
谷
俊
治
（
同
）
岩
田
順
―
―
―

（師
、
二
）
武
内
和
夫
（
同
）
森
本
宏
（
師
、
三
）
石
川
宜
倣

（同
）

同
年
十
月
三
十
日

事
業
費
五
百
円
を
学
校
報
国
団
本
部
よ
り
支
給
さ
れ
る
。

同
年
十
一
月
二
十
六
日

帝
国
在
郷
軍
人
会
東
京
美
術
学
校
分
会
（
分
会
長
大
沢
三
之
助
）
解
散
に

田
辺

至
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つ
き
剰
余
金
四
十
九
円
余
を
寄
付
さ
れ
る
。

同
年
十
二
月
八
日

文
部
省
の
指
示
に
基
づ
き
大
東
亜
戦
争
第
一
周
年
記
念
行
事
を
挙
行
。
午

前
九
時
、
職
員
生
徒
一

同
大
講
堂
に
参
集
し、

宮
城
遥
拝
、
靖
国
神
社
遥

拝
、
君
が
代
斉
唱
、
詔
書
奉
読
、
学
校
長
訓
示
、
伊
原
宇
一
二
郎
助
教
授
お

よ
び
矢
沢
弦
月
講
師
に
よ
る
南
方
占
領
地
視
察
談
、
戦
捷
並
び
に
出
征
将

兵
の
武
運
長
久
祈
願
、
護
国
の
英
霊
に
対
す
る
感
謝
黙
誌
を
行
い
、
午
後

は
生
徒
代
表
は
靖
国
神
社
に
お
け
る
祈
願
祭
に
参
列
、
そ
れ
以
外
の
生
徒

は
防
空
訓
練
予
習
を
行
う
。

-
）
松
氷
和
夫
（
図
、

十
八
年
三
月
二
十
日

事
業
費
補
助
金
五
百
円
を
学
校
報
国
団
本
部
よ
り
支
給
さ
れ
る
。

同
年
五
月
役
員
改
選

学
級
幹
事

岡
部
敏
也

（日
、
四
）
武
田
照
淳
（
日、

三
）
金
子
省
吾
（
日
、
二）

榎
本
健
一
（
日、

一
）
稲
木
厚
生
（
日、

予
）
奈
良
春
生
（
油
、
四）

赤
松
克
己
（
油
、
一二
、
小
林
教
室
）
塚
原
栄
一
（
同、

南
教
室
）
高
井

寛
二
（
同
、
田
辺
教
室
）
森
田
信
夫

（
油
、
二
）
大
溝
裕
史
（
油
、

-）

小
林
柄
（
油
、
予
）
片
岡
進
（
塑
、
四
）
玉
那
覇
正
吉
（
塑
、

――-）滝
川
博
（
塑
、
二）

村
井
真
一
（
塑
、

一
）
林
保
次
郎
（
塑
、

予
）
宇
佐
美
正
弘

（木
‘
-
―
-
）
熊
谷
博
（
木
、

四
）
伊
藤
守
正
（
図
、
三
）
中
川
沿
徳
（
図
、
二
）
山
本
敏
郎
（
図
、

一
）
石
川
進
（
図
、
予
）
田
中
勇
（
彫
金
、
四
）
仁
藤
義
七
（
彫
金
、

――-
）
飯
野
紀
雄
（
彫
金
、
二
）
緒
方
正
祥
（
彫
金
、

一
）
西
村
純
一

（鋳
、
三
）
西
大
由
（
鋳
、
二
）
香
取
臣
世
（
鍛
、
三
）
金
田
正
士

（鍛
、
二
）
佐
藤
進
（
漆
、
三
）
大
崎
千
之
（
漆
、
二
）
大
岡
健
一

（
漆
、
予
）
曽
宮
俊
一
（
建
、
四
）
木
下
日
出
男
（
建
、
三
）
長
大
作

（建
、
二
）
伊
藤
得
時
（
建
、

一
）
加
藤
寅
正
（
建
、
予
）
岩
田
順
三

（師
‘
-
―
-
）
若
林
稔
（
師
、
二
）
石
川
勇
（
師
、

一）

十
九
年
三
月

団
員
松
本
博
臣
戦
死
に
つ
き
弔
辞
を
贈
る
。

同
年
六
月

上
野
直
昭
校
長
が
報
国
団
長
と
な
る
。

同
年
十

一
月
十
四
日

団
員
大
塩
麟
太
郎
戦
死
に
つ
き
弔
辞
を
贈
る
。

二
十
年
六
月
一
日

団
員
伊
沢
洋
戦
死
に
つ
き
弔
辞
を
贈
る
。

同
年
十

一
月
十
三
日

団
員
石
井
正
夫
戦
死
に
つ
き
弔
辞
を
贈
る
。

⑫

工
芸
技
術
講
習
所

本
校
工
芸
科
鋳
金
部
教
授
津
田
信
夫
を
は
じ
め
と
す
る
工
芸
界
の
有
力
者
た

ち
の
間
に
は
、
産
業
と
し
て
の
工
芸
、
芸
術
と
し
て
の
工
芸
の
両
面
を
踏
ま
え

た
新
た
な
認
識
に
基
づ
い
た
教
育
、
研
究
機
関
を
設
置
し
た
い
と
い
う
念
願
が

あ
っ
た
。
こ
の
念
願
は
昭
和
十
四
年
十
一
月
六
日
、
木
校
に
対
し
て
八
島
王
仙

よ
り
市
内
王
子
区
袋
町
の
土
地
（
赤
羽
練
兵
場
の
北
）
約
二
千
坪
寄
附
の
申
し
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